
 
第Ⅱ章  障害者を取り巻く現状 

（６）障がい福祉のまちづくりへの要望 

・障がい者が暮らしやすいまちづくりのための要望は、身体のみを基準に、回答の多い上位 10

項目と、精神のみの選択肢３項目を合わせてみると、知的のみで他と大きく異なっています。

身体のみ、重複、精神はいずれも「経済的な援助を増やしてほしい」が最も多く、知的のみ

は「一人ひとりの障がいにあった療育」が最も多くなっています。ただし、重複の場合は、

知的のみの傾向もプラスされた結果となっています。この他、知的と精神では「まわりの人

の理解」、「いつでも相談できる窓口」などが共通して高い割合になっています。 

参考→身体…「経済的な援助を増やしてほしい」35.1%「外出環境や交通機関の利便性」18.6％ 

知的…「一人ひとりの障がいにあった療育」49.1% 

「まわりの人の理解」「いつでも相談できる窓口」26.3％ 

重複…「経済的な援助を増やしてほしい」32.4％「一人ひとりの障がいにあった療育」29.7％ 

精神…「経済的な援助を増やしてほしい」43.2％「いつでも相談できる窓口」27.3％ 

精神のみの選択肢「すぐ対応してくれる医療機関」15.9％ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年金や医療などの経済的な援助を増やしてほしい

外出しやすい環境や交通機関の利便を図ってほし
い【身体・知的のみ】

バスや電車、公共料金、入場料などの割引制度を
増やしてほしい

障がいのある人に対するまわりの人の理解を深め
てほしい

いつでも何でも相談できる窓口を用意してほしい

一人ひとりの障がいにあ合った療育を受けられる
ようにしてほしい【身体・知的のみ】

防災・災害対策や防犯対策を充実してほしい

リハビリ訓練や社会適応訓練の場所を増やしてほ
しい

各種サービスや制度、医療機関などの情報提供を
充実してほしい

ホームヘルプやデイサービスなどの在宅福祉サー
ビスの充実

具合が悪くなったらすぐ対応してくれる医療機関が
ほしい【精神のみ】

一般の企業で働く所を確保してほしい
【精神のみ】

早期発見、早期治療の体制を充実してほしい
【精神のみ】
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＜要望＞ 

 
課題 

障がい別に暮らしやすくなるための要望や、その度合いが異なるため、

障がいの状況に応じたきめ細かな対応が必要です。 
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